
一 般 質 問 ＜ 個 人 ＞ 発 言 通 告 書

令和３年８月１８日

長久手市議会議長 殿

長久手市議会議員 伊藤真規子

会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。

受
付
個 人 質 問 第 号

令和 年 月 日 時 分

質 問 事 項 及 び 要 旨 備考

１

長期財政計画について

将来の人口減少、高齢化を見据え、令和３年５月に長期

財政計画が発表された。

⑴ 生産年齢人口のピークは令和７年とされており、コロ

ナの影響もある中、地方税収入が微増する推計となって

いるのはなぜか。

⑵ 使用料手数料や人件費、物件費、維持補修費、補助費

等で、行政改革が順調に進んだものとして推計されてい

るが、このとおりに進まなかったときはどうするのか。

⑶ 既存の公共施設の更新・改修に係る事業費として令和

１２年度までに３４．２億円と試算されているが、どの

公共施設の更新・改修か。

⑷ 不交付団体にも関わらず、財政が厳しいと読み取れる

のはなぜか。

２

行政改革について

行政改革の重要課題事業として挙げられていた、使用料手

数料の値上げ、ゴミ袋の値上げ、保育園の民営化、補助金助

成金の見直し等が実現に向けて進み始めた。

⑴ 重要基本目標として市民から信頼される市政の運営と

しているが、内容には市民から不満の出そうなものも多

い。どのように間を埋めるのか。



⑵ 重要課題事業の変更は、現在推計している財源不足が

解消する最低限で行うのか、余裕が出るまで行うのか、

どちらか。

３

コロナ禍での孤独について

新型コロナウイルス感染拡大が問題となってから１年半

が過ぎた。

⑴ 感染拡大防止のためには、行動の制限やイベントの中

止等もやむをえないとは思うが、市民の心の健康、特に

孤独についてどう考えているか。

⑵ 何か対策ができているか。


